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朗

一
日
本
に
お
け
る
本
覚
思
想
に
た
い
し
、
最
初
に
批
判
を
投
じ
た
者
と

し
て
、
宝
地
房
証
真
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
証
真

は
永
万
年
中

(
一
一
六
五
-
六
六
)
 に
筆
・を
取
り
、
建
永
二
年
 (
一
二
〇
七
)
 の
秋
に
い

た
る
ま
で
添
削

・
改
定
を
加
え
な
が
ら
、
『
法
華
三
大
部
私

記
』
を
著

(1
)

わ
し
た
が
、
そ
の
中
の

『
法
華
玄
義
私
記
』
巻
第
七
に
お
い
て
、
種
々

の
角
度
か
ら
本
覚
思
想
を
批
判
し
た
。
要
約
す
る

と
、
「
本
覚
」

と
は

妄
法
な
い
し
凡
夫
心
の
中
に
理
性

・
性
徳
と
し
て
あ
り
、
『
大
乗
起
信

論
』
に
説
か
れ
る
ご
と
く
、
始
覚

・
不
覚
と
相
対
す
る
在
纒
位
の
も
の

で
あ
り
、

修
因
得
果
の
行
に
よ
つ
て
実
証
さ
れ
、
あ
ら
わ
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
、
本
覚
を

「本
来
自
覚
仏
」
、
つ
ま

り
衆

生
そ

の
ま
ま
本
来
自
然
に
覚
者
で
あ
る
と
い
う
意
に
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

も
し
、
そ

の
よ
う
に
解
す
る
な
ら
ば
、
無
因
有
果
の
自
然
外
道
に
お
ち

い
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
「若
有
二本
来
自
覚
仏
一者
、
則
無
因
有
果
同
二外

道
説
こ

と
。
以
上
が
、
本
覚
思
想
に
た
い
す
る
証
真
の
批
判

の
要
点

で
あ
る
。

な
お
、
本
来
自
覚
仏
と
い
う
こ
と
は
、
「学
二真
言
一人
多
作
二
是
言
こ

(
2
)

で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
大
日
経
の

「我

一
切
本
初
」

の
句
に
し
て
も
、

(3
)

喩
舐
経
の

「
自
覚
本
初
大
菩
提
心
」
の
語
に
し
て
も
、
本
来
自
覚
仏
を

い
つ
た
も
の
で
な
く
、
「
帰
二本
有
理

一故
日
二本
初
、
本
有
仏
性

名
為
二

自
覚

こ

と
い
う

こ
と
だ
と
反
論
し
て
い
る
。
加
え
て
、
大

日
経
や
金

剛
頂
経
に
は
本
来
自
覚
仏
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
の

「
本
覚
」
あ
る
い

は

「本
成
」
と
い
う
こ
と
は
説
か
れ
て
い
ず
、
む
し
ろ
、
そ
れ
に
た
い

(
4
)

し
て
は

「現
証
」
と
か

「
現
成
」
と
い
つ
て
い
る
と
評
し
た
。
す
な
わ

ち
、
「金
剛
頂
経
但
云
二現
証
、
不
レ明
二本
成
。
大
日
経
中
亦
云
二現
成
、

不
レ
云
二
本
覚

一」
と
。

つ
ま
り
、
真
言

の
学
者
は
本
覚
と
い
う

こ
と
を

本
来
そ
の
ま
ま
仏

の
意
に
解
し
、

ひ
い
て
は
修
行

の
無
用
を
説
く
に
も

い
た
つ
て
い
る
が
、
本
覚
と
は
衆
生
に
内
在
す

る
理
性
 
(仏
性
)
 の
こ

と
を
い
つ
た
も
の
で
あ
り
、
修
行
を
通
し
て
現
実
化
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
、
密
教
経
典
に
お
け
る
現
証

・
現
成
の
語
が
、

そ
れ
を
示
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
覚

思
想
に
対

す
る
批
判
論
 
(
田

村
)
 

四

一
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一
二

ま
た
、
法
華
経

・
如
来
寿
量
品
に
明
か
さ
れ
た
久
遠
本
仏
を
本
覚
仏

と
み
な
す

こ
と
に
た
い
し
て
も
、
「破
二本
覚
名
7
本
者
、

一
者
違
レ
経
。

経
云
二我
本
行
菩
薩
道

・
久
修
業
所
得

・
我
実
成
仏
已
来
等
一
。皆
明
二修

因
感
果
。

二
者
違
レ響
。
若
本
覚
者
何
響
二
五
百
塵
点

劫
一耶
。
三
者
違

レ
論
。
論
以
二我
実
成
已
来

一為
二報
仏
菩
提
こ

と
評
す
る
。
す
な
わ
ち
、

如
来
寿
量
品
に
明
か
さ
れ
た
久
遠
仏
は
、
菩
薩
道
を
行
ず
る
と
か
、
久

修

・
実
成
な
ど
の
こ
と
ば
、
あ
る
い
は
五
百
塵
点
劫
の
た
と
え
に
よ
つ

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
修
因
感
果
の
具
体
的
な
事
仏
で
あ
り
、
本
覚
の

理
仏
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
違
レ論
」
と
は
、
世
親

の
『法
華

経
論
』
に
法
報
応
の
三
身
を
立
て
る
中
、
我
実
成
仏
已
来

の
こ
と
ば
を

(5
)

も
つ
て

「
示
二現
報
仏
菩
提
こ

と
し
た
こ
と
を
典
拠
に
取
り
あ
げ
た
も

の
で
あ
る
。
も
し
、
本
覚
仏
を
本
来
そ
の
ま
ま
仏
 (本
来
自
覚
仏
)
 と
い

う
意
味
に
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
仏
は
法
華
経
の
本
門

の
み
な

ら
ず
、
 
門
に
も
他
経
に
も
説
か
れ
て
お
ら
ず
、

い
つ
ぼ
う
、
衆
生
に

性
徳
 
(
理
性
)
 と
し
て
内
在
す
る
本
来
の
覚
性
 
(理
即
法
身
・
本
有
仏
性
)
 

の
こ
と
な
ら
ば
、
本
門
に
か
ぎ
ら
ず
、
 
門
や
他
経
す
べ
て
に
説
か
れ

て
い
る
と
も
い
う
。

 
以
上
の
ご
と
く
、
証
真
は

「本
覚
」
を
衆
生
に
理
と
し
て
内
在
す
る

覚
性
と
み
な
し
、

そ
れ
が
事
と
し
て
具
現
す
る
に
は
修
行

・
実
践
が
必

要
で
あ
る

こ
と
を
主
張
し
、

ひ
い
て
は
、
本
覚
論
者
が

「本
覚
」
を
衆

生
本
来
そ

の
ま
ま
仏

の
意
に
解
し
、
修
行
を
無
用
化
せ
し
め
た
こ
と
に

た
い
し
、

強
い
批
判
を
向
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
証
真
は
、
本
覚

論
文
献
に
盛
ん
に
引
用
さ
れ
た
蓮
華
三
昧
経
の

「
帰
命
本
覚
心
法
身

常
住
妙
法
心
蓮
台
 
本
来
荘
厳
三
身
徳
 
三
十
七
尊
住
心
城
 
普
門
塵

数
諸
三
昧
 
遠
離
因
果
法
然
具

無
辺
徳
海
本
円
満
 
還
我
頂
礼
心
諸

仏
」
の
偶
頽
を
取
り
あ
げ
、

こ
こ
に
説
か
れ
た
本
覚
も
理
性

・
性
徳
の

こ
と
を
い
つ
た
も
の
と
し
た
。
ち
な
み
に
蓮
華

三
昧
経
は
、
円
珍

の

(
6
)

『
講
演
法
華
儀
』
に

「
碩
日
」
と
し
て
あ
が
る
の
が
最
初
で
、
安
然

の

『
教
時
義
』
(教
時
問
答
)
、『
菩
提
心
義
抄
』
に
な
る
と
蓮
華
三
昧
経

と

い
う
経
名
が
見
え
だ
し
、
そ
の
後
、
本
覚
思
想

の
発
展
に
と
も
な
い
、

本
覚
論
文
献
に
盛
ん
に
引
用
さ
れ
る
に
い
た
つ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の

本
覚
論
文
献
で
は
、
衆
生
本
来
そ
の
ま
ま
仏
と
い
う
意
に
本
覚
を
解
し

て
、
蓮
華
三
昧
経
を
引
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
証
真
は
、
そ
れ
と
は
反

対
の
立
場
か
ら
引
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。

二

そ
こ
で
、
証
真
の
批
判
の
対
象
と
な
つ
た
本
覚
思
想
の
論
者
な
い
し

論
書
で
あ
る
が
、
さ
き
に
あ
げ
た
よ
う
に
「学
二
真
言
一人
多
作
二
是
言
一」

と
い
い
、
ま
た

『
釈
摩
詞
衛
論
』
に
関
し

て
、
「
山
家
判
レ彼
以
為
二
偽

論
殉
不
レ
可
二
信
用
殉
然
高
野
及
五
大
院
等
、
並

用
二彼

論
幻
未
レ
詳
二
其

(
7
)
意
こ

と
評
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
ま
ず
論
者
と
し
て
は
空
海
・

安
然
、
論
書
と
し
て
は

『
釈
摩
詞
衛
論
』
が
、
証
真
の
批
判
の
場
に
呼

び
だ
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
『
釈
摩
詞
衛
論
』
は

『起
信
論
』
を

竜
樹

が
注
釈
し
た
も
の
と
伝
え
る
が
、
日
本
で
は
、
将
来
ま
も
な
く
偽
撰
説

-919-



が
お
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
最
澄
の

『
守
護
国
界
章
』
巻
上
之
中
に
、

大
安
寺
の
戒
明
が
天
応
年
中
 (七
八
一
)
 
に
将
来
し
、
尾
張
出
身
の
賢
憬

(七
〇
五
-
七
九
三
)
 が
検
討
の
結
果
、
偽
撰
と
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ

(
8
)

て
い
る
。

こ
れ
は
、
法
相
宗
の
徳

一
が
釈
論
を
真
撰
と
し
て
引
用
し
た

こ
と
に
た

い
し
、
反
駁
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
つ
ぼ
う
、
貞
慶
の

『
唯

識
論
同
学
鋤
』
(良
算
編
)
 巻
第
二
之
四
に
は
、
淡
海
三
船
 (
七
二
二
-

七
八
五
)
 が
宝
亀
十
年
 (
七
七
九
)
 に
戒
明
に
送
つ
た
書
簡
が
掲
載
さ
れ

(9
)

て
い
る
が
、
そ
の
中
で
淡
海
三
船
は
釈
論
を
偽
撰
と
難
じ
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
『釈
摩
詞
衛
論
』
は
宝
亀
年
中
に
将
来

さ
れ
、
淡
海

三

船
が
最
初

の
偽
撰
論
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
も
あ
れ
、
同
書
は
本

覚
に
た
い
し
て
自
由
奔
放
な
ま
で
の
拡
大
解
釈
を
施
し
た
も
の
で
、
そ

の
点
か
ら
し
て
も
偽
撰
は
明
ら
か
で
あ
る
。

 
そ
の

『
釈
摩
詞
術
論
』
を
珍
重
し
た
の
が
空
海
で
あ

つ
て
、
『十
住

心
論
』
『秘
蔵
宝
輪
』
『弁
顕
密
二
教
論
』
な
ど
に
、
盛
ん
に
引
用
す
る

に
い
た
つ
て
い
る
。

い
つ
ぼ
う
、
五
大
院
安
然

は

『
八
家
秘
録
』
や

『
悉
曇
蔵
』
に
お
い
て
偽
撰
な
る
こ
と
を

い
い
、
『
教
時
義
』
巻
第

一

(
1
0
)

で
は
、
空
海
が
偽
撰
の
同
書
を
引
用
し
た
こ
と
を
非
難
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
安
然
が

『
教
時
義
』
や

『
菩
提
心
義
抄
』
に
、
し
ば
し
ば
引

用
す
る
に
い
た
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
果
は
、
「顕
晦
、
時
に
随
ひ
、

(
1
1
)

行
蔵
、
運

に
在
る
も
の
な
り
」
と
て
、
取
捨
は
時
と
場
合
に
よ
る
と
弁

明
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
。
安
然
が
釈
論
を
偽
撰
と
し
な
が
ら
、
し
か

も
引
用
し
た
の
は
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ
た
高
度
な
本
覚
思
想
に
打
た
れ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
は
、
空
海
も
同
様

で
あ

つ
た
と
思

わ
れ

る
。
安
然
の

『
教
時
義
』
や

『
菩
提
心
義
抄
』
は
、
『
釈
摩
詞
術
論
』

と
と
も
に
、
さ
き
の
蓮
華
三
昧
経
も
引
用
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
材
料
と

し
て
本
覚
思
想
を
強
調
す
る
に
い
た
つ
て
い
る
。

こ
う
し
て
日
本
に
お

け
る
本
覚
思
想
は
、
『釈
摩
詞
衛
論
』
と
、
そ
れ
を
盛
ん
に
引
用
し
た

空
海
に
よ

つ
て
先
鞭
が

つ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
安
然
に
い
た

つ
て
、
顕
著

の
度
を
加
え
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 
た
だ
し
、
厳
密
な
い
い
か
た
を
す
れ
ば
、
『
釈
摩
詞
衛
論
』
に

お
い

て
も
、
空
海
や
安
然
に
お
い
て
も
、
本
覚
は
な
お
ま
だ
生
滅
門
な
い
し

衆
生
心
に
お
け
る
内
在
原
理
に
と
ど
ま

つ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、

証
真

の
批
判
以
前

の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
証
真

の
直
接

の
批
判
対
象

と
な
つ
た
本
覚
思
想
は
、
本
覚
を
生
滅
門
か
ら
真

如
門

へ
と
超

出
さ

せ
、
内
在
的

・
相
対
的
原
理
か
ら
根
源
的

・
絶
対
的
原
理

へ
と
高
め
つ

つ
、
現
実

の
事
象
そ
の
ま
ま
本
覚
の
現
わ
れ
と
肯

定
す
る
に
い
た
つ
た

も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
空
海
作
と
伝

え
る

『
大

日
経
開

題
』
(法
界

浄
心
本
)
 や

『金
剛
頂
経
開
題
』
で
は
、
本
覚

の
絶
対
化
が
顕
著

で
あ

り
、
特
に
後
者
に
は

「真
如
本
覚
」
の
語
も
見
え
て
い
る
が
、
空
海
ご

ろ
の
本
覚
思
想
と
し
て
は
進
み
す
ぎ
た
感
が
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
の

書
に
つ
い
て
は
文
献
考
証
が
必
要
と
い
え
よ
う
。

三

 
そ
れ
で
は
、

い
か
な
る
論
書
が
証
真
の
直
接
の
批
判
対
象
と
な
つ
た

本
覚
思
想

に
対
す
る
批

判
論
 
(
田

村
)
 

四
一
三
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一
四

か
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
本
格
化
し
た
本
覚
思
想
は
口
伝
な
い
し
切
紙

相
承
で
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ら
が
集
め
ら
れ
て
文
献
化
し

て
く
る
の
は
、
そ
う
と
う
後
の
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
文

献
化
し
て
も
、
秘
授
口
伝
の
し
き
た
り
か
ら

一
般
に
容
易
に
公
開
さ
れ

な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
た
ま
た
ま
証
真

の

『
法
華
疏
私
記
』
第
八

本
に

『
円
多
羅
義
集
』
が
引
用
さ
れ
、
「彼
書
未
レ
詳
二誰
人
所
ワ著
。
錐

(
1
2
)

レ
釈
二授
決
集
一
而
其
文
義
可
レ
悟
甚
多
」
と
評
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知

る
。
『
円
多
羅
義
集
』
は
円
珍
の

『
授
決
集
』
に
擬
し
て
作
ら

れ
た
もノ

の
で
、
偽
経

・
偽
論
を
引
用
し
つ
つ
、
「無
始
無

終

一
理

心

一
念
本
初

ノ

一
仏
」
「無
始
無
終

一
心

一
念
仏
」
な
ど
と

一
心

一
念
の
本
仏
を
強
調

し
、
即
身
成
仏
に
関
連
し

て
は

「
円
人
成
仏
」
「
実
人
成
仏
」
と
い
う

こ
と
を
唱
え
て
い
る
。
な
お
、
本
覚

の
語
に
つ
い
て
は
古
い
部
分
に
は

(
1
3
)

見
ら
れ
ず
、
付
加
部
分

(裏
書
)
 に

一
箇
処
、
「
本
覚
理
性
」
と
い
う
語

句
が
見

い
だ
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
本
覚

の
語
そ
の
も
の

に
関
す
る
証
真

の
批
判
は
、
『
円
多
羅
義
集
』
を
直
接
の
対
象

と
し
た

と
は
い
い
が
た
い
。
し
か
し
、
思
想
的
に
は
、
証
真
の
批
判
に
あ
た
る

も
の
が
見
え
は
じ
め
て
い
る
と

い
え

よ
う
。
『
円
多
羅
義
集
』
は
、
本

格
的
な
本
覚
思
想

の
文
献
と
し
て
最
初
期

の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
証
真
の
批
判
に
あ
た
る
も

の
が
明
確
な
形
で
見
え
て
く
る
文
献
と
し

て
は
、
源
信
作
と
伝
え
る

『
本
覚
讃
釈
』
『
真
如
観
』
『
枕
讐
紙
』
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。
『
本
覚
讃
釈
』
や

『
真
如
観
』
で
は
、
「
本
覚
真
如
」

と
て
本
覚
を
真
如
に
結
び
つ
け
る
に

い
た
つ
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
前

(
1
4
)

者
に
お
い
て
は

「此
心
自
レ
本
本
覚
真
如
理
也
」

と
い
い
、
後
者
に
お

い
て
は

「我
則
真
如
ナ
レ
バ
、
我
仏
也
」
「又

一
切
衆
生
、
本

ヨ
リ
仏

ナ
リ
」
「十
界
本

ヨ
リ
仏
ナ
リ
」
「法
然

ニ
本
有
ノ
三
身

ヲ
顕

ス
刹
那

二

則
仏
。
何
ゾ
修
因
感
果
ノ
義
力
有

ラ
ム
。
サ
レ
バ
蓮
華
三
昧
経
云
、
帰

(
1
5
)
 

(
1
6
)

命
本
覚
心
法
身
…
…
」
な

ど
と
説
く
と
こ
ろ

で
あ
る
。
『枕
讐
紙
』
に

お
い
て
は
、
証
真
が
取
り
あ
げ
た
法
華
経

・
如
来
寿
量
品
第
十
六
の
久

レ
 

(
1
7
)

遠
成
道
の
説
な
い
し
五
百
塵
点

の
た
と
え
に
関
し
て
、
「皆
是
仮
説
也
」

(
1
8
)
 

(
1
9
)

と
し
、
「
不
レ
論
二成
不
成
一云
二顕
本
一」
「
本
地
無
作
」
「
法
爾
自
然
」
と

て
無
作
自
然
の

「理
顕
本
」
を
主
張
す
る
に
い
た

つ
て
い
る
。
忠
尋
作

ノ
 

ノ

と
伝
え
る

『
法
華
略
義
見
聞
』
下
に
お

い
て
は
、
「
五
百
塵
点
事
成
当

ノ
 

(
2
0
)

体

即

本

覚

真

意

也

」

と

説

き
、

五

百

塵

点

の
事

成

は
方

便

説

で
あ

る

と

し

て

い
る
。

後

に

等
海

の

『
等

海

口

伝

抄
』
(
一
三
四
九
)
 第

十

二

で

は
、

 

ル
 

ノ
 
ヲ
 
 
モ
 
 
 
 ン
カ
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ニ
ハ 
 
 
 
ト

「
挙

二
事

成
本

一事

為
レ
顕

二
無

作

三

身

本

一方

便

也
」

「
当
流

本
実

成

者

フ
ト

 
 
 

 
 

 
 
 

 
ノ
 
 
 
ノ
 
 
 
ヲ
 
 
フ
(
2
1
)

云
二
無
始
無
終
無
作
三
身
顕
本
一習
也
」
と
注
し
、
尊
舜
 (
一
四
五
一
-
一

ト
 

ハ

五

一
四
)
 の

『
文

句

略

大

綱
私

見
聞

』

巻

五

で

は
、

「
理

顕

本

云
、

我

等

 
 

 

ノ

ノ

ヲ

 

 

ノ

 
 

ト

ス
(
2
2
)

生
死

流

転

無

始

色

心
、

本
覚

無

作
妙

境

妙
智

顕

」

と
釈

し

た
。

 

こ

の
本

覚

無

作

の
理

顕

本

と

い
う

こ
と

は
、

ひ

い
て

は
現

実

の
当

相

そ

の

ま

ま
常

住

の
本

体
 
(
事

常

住

・
事

実

相
)
 
と
見

る

こ

と

で
あ

る
。

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ノ
    
 ト
   
     
  ヲ
    
     ト
    
   
ヲ

『
枕

讐

紙

』

第

十

八

に
、

「
理
顕

本

者
、

地
獄

云

二
地

獄

↓
餓

鬼

云

二
餓

ト
 
 
 
 
 ゆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
ニ 
 
 
 
 
 

ヲ

鬼
、

乃

至

仏

菩

薩

云

二
仏

菩

薩

一
也
。

自

レ
本

十

法

界

常

住

故
、

十

界

不

 

メ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
 
 
 
 
 
 
 
 ト
 
 
 
 
 
 
ノ 
 
(
2
3
)

レ
改
、

云

二
実

相

本

門
、

云

二
本

体
、

云
二
実
顕

本

一」

と

説

い

て

い

る
。

衆

生

に

つ
い

て

い
え
ば
、

衆

生

そ

の
ま

ま

本
来

仏

と

見

る

こ

と
が
、

寿

-921-



量
品
に
明

か
さ
れ
た
久
遠
本
仏
の
真
意
で
あ
る
。
尊
舜
が
、
さ
き

のノ

『
文
句
略
大
綱
私
見
聞
』
巻
五
に
お
い
て
、
「
久
遠
」
に
関
し
、
「久
遠

 

ヲ 
 
モト
ノ
マ
ヘ 
 
 ツク
ロ
ハズ
 
 
 
 ム
(
2
4
)

文
点
、
久
遠
ト
モ
久
遠
ト

モ
読
也
」
と
釈
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
か
く

し
て
成
仏

の
た
め
の
修
行
は
、
も
は
や
無
用
と
化
し
、
逆
に
日
常
の
所

作

・
振
舞

が
、
そ
の
ま
ま
本
覚
仏
の
活
動
態
で
あ
り
、
本
覚
智
の
活
現

態
と
み
な
さ
れ
て
く
る
。
同
じ
く

『
文
句
略
大
綱
私
見
聞
』
の
巻
六

 
 
 
モ

モ

 
 

ノ

ノ
コハ

(
2
5
)

に
、
「兎
振
舞
角
振
舞
、
只
本
覚

顕
照
、
自
受
用
智
外

無
レ
之
也
」
と

い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
上
の
ご
と
く
、
本
覚
思
想

の
発
展
に
と
も
な

つ
て
、
証
真

の
批
判
し
た
こ
と
が
明
瞭
と
な

つ
て
い

つ
た

こ
と
を
知

る
。

四

 
証
真
と
同
様
の
角
度
か
ら
本
覚
思
想
を
批
判
し
た
者
と
し
て
、
次
に

あ
げ
ら
れ
る
の
が
道
元
 
(
一
二
〇
〇
-
一
二
五
三
)
 で
あ
る
。
『
三
祖
行
業

記
』
や

『
建
衡
記
』
に
よ
る
と
、
道
元
は
叡
山
遊
学
中

に
、
「顕

密

ニ

ニ

ズ

 

 

 

 

 
 

ト

シ

ク
ナ
ラ
バ

ノ

チ

 

 

テ
カ

教
共

談
、

本

来

本

法

性
、

天

然

自

性
身
。

若

如

 

レ
此

則

三

世

諸

仏

依

 

ニ 
ニ 
 
 
シ
テ
 
メ
ン
 
 
 
ヲ

レ
甚

更

発

心

求

二
菩

提

一耶

」

と

の
疑
問

を

お

こ
し

た

と

い
う
。

ま

た
、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハ 
 
 
 
 
 
 
ノ 
 
 
 
 
ナ
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 シ

入

宋

に

さ

い
し

て
は
、

「
一
切
衆

生

無

始
本

有

之

如

来

也

」

と

か

「
若

ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チ
 
ナ
リ
ト
 
 
 
 
 
チ
 
レ
 
 
 
ナ
リ

知

二
自

覚

性

智

即

是

一

者
、

即

是

如

来

也

」

な

ど

の
説

に

つ

い

て
、

天

 

 

 

 

 

や
 
 
ノ
 
ノ
 
 
 
 
 ソ
ヤ
 
レ
 
 
 
ナ
ル
 
ヤ

童

如

浄

に

「
如

レ
是

等

説
、

可

二
是

仏

法

一否

」

と

質

問

し
、

そ

れ

に

た

 

 

 

 

 

 

 

 

シ
 
ババ
 
 
 
 
 
 
 
 
 ト
 
レ
 
ナ
リ
ト
 
 
 
 
 タ
 
ジ
 
 
 
 
 
 
 
 ニ

い

し

て
、

如

浄

は

「
若

言

一二

切

衆

生

本

是

仏

一
者
、

還

同

二
自

然

外

道

一

(
2
5
)

也
」
と
答

え
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
道
元
の
疑
問
な
い
し
質
問
は
、

証
真
が
本
覚
思
想
に
向
け
た
も
の
と
軌
を

一
に
し

て
お
り
、
ま
た
如
浄

の
自
然
外
道
と
い
う
批
判
は
、
証
真
が
本
覚
思
想
に
投
じ
た
も
の
と
全

く
同
じ
で
あ
る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
道
元
の
疑
問
は
本
覚
思
想
を
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
道
元
の
本
覚
思
想
に

た
い
す
る
批
判
論
と
し
て
は
、
本
覚

の
語
を
あ
げ

て
の
直
接
的
批
判

と
、
自
然
外
道
や
心
性
常
住
説
を
通
し
て
の
間
接
的
批
判
と
に
大
別
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

 
本
覚
の
語
を
あ
げ
て
の
直
接
的
批
判

と
し

て
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
に

「諸
仏
か
な
ら
ず
威
儀
を
行
足
す
、

こ
れ
行
仏
な
り
。
…
…
自
性
身
仏

に
あ
ら
ず
、
他
性
身
仏
に
あ
ら
ず
。
始
覚

・
本
覚

に
あ
ら
ず
、
…
…
し

(
2
6
)

る
べ
し
、
諸
仏
の
仏
道
に
あ
る
、
覚
を
ま
た
ざ
る
な
り
」
「行
仏

は
本

覚
を
愛
せ
ず
、
始
覚
を
愛
せ
ず
、

…
…
始
覚

・
本
覚
等
、

ひ
と

へ
に
凡

夫
の
活
計
な
り
。
…
…
凡
夫
の
本
覚
と
活
計
す
る
と
、
諸
仏
の
本
覚
と

(
2
7
)

証
す
る
と
、
天
地
懸
隔
な
り
、
比
論

の
所
及
に
あ

ら
ず
」
(行
仏
威
儀
)
、

「本
覚
を
前
途
に
も
と
む
る
に
あ
ら
ず
、
始
覚
を
証
中
に
拮
来
す
る
に

あ
ら
ず
。
お
ほ
よ
そ
本
覚
等
を
現
成
せ
し
む
る
は
、
仏
祖
の
功
徳
な
り

と
い
へ
ど
も
、
始
覚

・
本
覚
等

の
諸
覚
を
仏
祖
と
せ
る
に
は
あ
ら
ざ
る

(
2
8
)

な

り

」

(
海
印
三
昧
)
、
「
本
覚

・
本

性

等

を

空

華

と

い
ふ

と

は
、

こ

と

に

(
2
9
)

し
ら
ざ
る
な
り
」
(空
華
)
、「仏
性

の
言
を
き
ゝ
て
、

学
者
お
ほ
く
先
尼

外
道
の
我
の
ご
と
く
邪
計
せ
り
。
…
…
仏
性
は
覚
知
覚
了
に
あ
ら
ざ
る

な
り
。
…
…
本
覚

・
始
覚
、
無
覚

・
正
覚
等

の
智

を
も
ち
ゐ
る
に
は
観

(
3
0
)

ぜ
ら
れ
ざ
る
な
り
」
(仏
性
)
、「
い
ま
だ
仏
法
を
見
聞
せ
ざ
る
と
も
が
ら

本
覚
思
想

に
対
す

る
批

判
論
 
(
田

村
)
 

四

一
五
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本
覚
思
想
に
対

す
る
批
判
論
 
(
田

村
)
 

四

一
六

い
は
く
、

野
狐
を
脱
し
を
は
り
ぬ
れ
ば
、
本
覚

の
性
海
に
帰

す
る
な

り
。
迷
妄
に
よ
り
て
し
ば
ら
く
野
狐
に
堕
生
す
と
い
へ
ど
も
、
大
悟
す

れ
ば
、
野
狐
身
は
す
で
に
本
性
に
帰
す
る
な
り
。
こ
れ
は
外
道
の
本
我

(
3
1
)

に
か

へ
る
と
い
ふ
義
な
り
、
さ
ら
に
仏
法
に
あ
ら
ず
」
(
大
修
行
)
 な
ど

と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
覚
心
性
を
実
体
視
し
、
そ
れ
を
観
ず
る
こ

と
、
そ
れ
に
帰
す
る
こ
と
に
も
つ
ぼ
ら
と
な
り
、
ひ
い
て
は
身
現

・
現

成
の
行
に
欠
け
る
こ
と
に
な
つ
た
と
の
批
判
で
あ
る
。

 
本
覚
の
語
を
あ
げ
て
の
右
の
ご
と
き
批
判
は
、
そ
の
中
に
も
見
え
て

い
る
よ
う
に
、
自
然
外
道
や
心
性
常
住
説

(先
尼
外
道
)
 に
つ
い
て
の
批

判
に
通
ず
る
も
の
で
、
ひ
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
道
元
の
批
判

は
本
覚
思
想
に
た
い
す
る
間
接
的
批
判
と
み
な
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
自
然
外
道
に
つ
い
て
の
批
判
で
あ
る
が
、
「
自
然
に
仏
性
現

前
の
時
節

に
あ
ふ
。
時
節
い
た
ら
ざ
れ
ば
、
参
師
問
法
す
る
に
も
、
弁

道
功
夫
す
る
に
も
、
現
前
せ
ず
と
い
ふ
。
…
…
か

く
の
ご
と
く
の
た
ぐ

(
3
2
)

ひ
、
お
そ
ら
く
は
天
然
外
道
の
流
類
な
り
」
(仏
性
)
、「
も
し
嗣
法
な
き

(
3
3
)

は
天
然
外
道
な
り
」
(嗣
書
)
、「
自
解
の
思
慮
分
別
を
邪
計
し
て
師
承
な

(
3
4
)

き
は
、
西

天
の
天
然
外
道
な
り
」
(自
証
三
昧
)
、「
身
学
道
と
い
ふ
は
、

身
に
て
学
道
す
る
な
り
、
赤
肉
団
の
学
道
な
り
。
…
…
こ

の
ゆ
ゑ
に
、

真
実
人
体

と
い
ふ
。
後
学
か
な
ら
ず
自
然
見
の
外
道
に
同
ず
る
こ
と
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ 
セ
バ

か
れ
。
百

丈
大
智
禅
師

の
い
は
く
、
若
執
二本
清
浄
本
解

脱
自
是
仏
、

 
 
 

ノ

ニ

チ
ス

ニー
 
(
3
5
)
 

ク

自
是
禅
道
解
一
者
、
即
属
二
自
然
外
道
一
」
(身
心
学
道
)
、
「荘
子
云
、
貴

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ 
レ  
 
ナ
リ

賎
苦
楽
、

是
非
得
失
、
皆
是
自
然
。

こ
の
見
、
す
で
に
西
国
の
自
然
見

の
外
道
の
流
類
な
り
。
貴
賎
苦
楽
、
是
非
得
失
、

み
な
こ
れ
善
悪
業
の

 
 
 
 
 
 
 
(
3
6
)

感
ず
る
と
こ
ろ
な
り
」

(四
禅
比
丘
)
 な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う

な
自
然
外
道
に
つ
い
て
の
批
判
は
、
直
接
に
は
見

心
見
性
を
強
調
し
た

宋
朝
の
南
宗
禅
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
、
「
説
心
説
性
は
仏
祖

の
所
不

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
3
7
)

肯
な
り
。
見
心
見
性
は
外
道
の
活
計
な
り
」
(山
水
経
)
、
「
一心
上
乗
な

る
ゆ
ゑ
に
、
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
な
り
と
い
ふ
。
こ
の
道
取
、

い
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
3
8
)

だ
仏
法
の
家
業
に
あ
ら
ず
」
「
教
外
別
伝
の
謬
説
を
信
じ
て
仏
教
を
あ

 
 
 
 
 
 
 
(
3
9
)

や
ま
る
こ
と
な
か
れ
」
(仏
教
)
、「宗
某
が
見
解
、

い
ま
だ
仏
法
の
施
権

(
4
0
)

の
む
ね
に
お
よ
ば
ず
、

や
や
も
す
れ
ば
自
然
見
解

の
お
も
む
き
あ
り
」

(深
信
因
果
)
 な
ど
と
評
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
自

然
本
覚

心

の
強

調
か
ら
修
行

・
実
践
を
否
定
し
た
本
覚
思
想
に
も
通
ず
る
も
の
と
い
え

よ
う
。

 

心
性
常
住
説
に
つ
い
て
の
批
判
は
、
右
の
自
然
外
道
に
つ
い
て
の
批

判
と
並
行
し
て
諸
処
に
見
え
て
い
る
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、

「
あ
る
が
い
は
く
、
生
死
を
出
離
す
る
に
い
と
す
み
や
か
な
る
み
ち
あ

り
。
い
は
ゆ
る
、
心
性
の
常
住
な
る
こ
と
わ
り
を
し
る
な
り
。
そ
の
む

ね
た
ら
く
、

こ
の
身
体
は
、
す
で
に
生
あ
れ
ば
滅
に
う

つ
さ
れ
ゆ
く
こ

と
あ
り
と
も
、

こ
の
心
性
は
あ

へ
て
滅
す
る
こ
と
な
し
。
…
…
い

ま
い

ふ
と
こ
ろ
の
見
、
ま
た
く
仏
法
に
あ
ら
ず
、
先
尼
外
道
が
見
な
り
。

い

は
く
、
か
の
外
道
の
見
は
、
わ
が
身
う
ち
に
ひ
と

つ
の
霊
知
あ
り
…
…

か
の
霊
性
は
、
こ
の
身
の
滅
す
る
と
き
、
も
ぬ
け

て
か
し
こ
に
う
ま
る

る
ゆ
ゑ
に
、
…
…
な

が
く
滅
せ
ず
し
て
常
住
な
り

と
い
ふ
な
り
。
…
…
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凝
迷
の
は
つ
べ
き
、
た
と
ふ
る
に
も
の
な
し
。
大
唐
国
の
慧
忠
国
師
、

ふ
か
く
い
ま
し
め
た
り
。

い
ま
心
常
相
滅
の
邪
見
を
計
し
て
、
…
…
生

死
を
は
な

れ
た
り
と
お
も
は
ん
、
お
ろ
か
な
る
に
あ
ら
ず
や
、
も
と
も

(
4
1
)

あ
は
れ
む

べ
し
。
た
だ
こ
れ
外
道
の
邪
見
な
り
」
(弁
道
話
)
、「
物
は
去

来
し
、
境

は
生
滅
す
れ
ど
も
、
霊
知
は
つ
ね
に
あ
り
て
不
変
な
り
。
…
…

昭
昭
霊
霊

と
し
て
あ
る
、
こ
れ
を
覚
者
智
者
の
性
と
い
ふ
。
こ
れ
を
ほ

と
け
と
も

い
ひ
、
さ
と
り
と
も
称
す
。
…
…
ま

た
真
我
と
称
し
、
覚
元

と
い
ひ
、

本
性
と
称
し
、
本
体
と
称
す
。
…
…
こ

れ
す
な
は
ち
先
尼
外

(
4
2
)

道

が

見

な

り
」

(即

心
是
仏
)
 な

ど

が
あ

る
。

心
性

の
強

調

の
あ

ま

り
、

心
常

相
 
(
身
)
 滅

の

一
種

の
霊

魂
不

滅

説

に

お

ち

い

つ
た

こ
と

に

た

い

す

る

批

判

で

あ
る
。

こ

の

心
性
常

住

説

に

つ

い

て

の
批

判

も
、

直

接

に

は

見

心

見

性

を

強

調

し

た

南

宗
禅
、

特

に

も

臨

済
禅

に

向

け

ら

れ

た

も

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

ノ                        ノ

の

で
あ

る

が
、

「
心
性

本

覚

之

如
来

」

「
本
覚

常

住

法

身

如

来

」

「
常

住

ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ノ
 
 
(
4
3
)

一
念
本
覚
」
「真
如
霊
覚
知
見
」
(『五
部
血
脈
』
)
 な
ど
と
常
住

の
心
性
本

覚
を
強
調
し
、

ひ
い
て
は
、
そ
れ
を
根
本
的

・
絶
対
的
な
原
理
に
す
え

る
 (理
顕
本
)
 に
い
た
つ
た
本
覚
思
想
に
た
い
し
て
適
用
し
う
る
も
の
と

い
え
よ
う
。

 
以
上
、

道
元
の
本
覚
思
想
に
た
い
す
る
批
判
は
、
総
括
的
に
は
本
覚

を
実
体
視
し
た
こ
と
に
向
け
ら
れ
、
個
別
的
に
は
自
然
本
覚
説
と
心
性

本
覚
説
と
に
向
け
ら
れ
た
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

心
性
本
覚
説

の
ほ
う
は
、
本
覚
論
タ
ー
ム
で
は
理
顕
本
と
い
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

道
元
か
ら

は
心
性
常
住
説
と
批
判
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
自
然
本
覚
説

の
ほ
う
は
、
現
実
の
事
象
す

べ
て
本
覚
真
如
の
現
わ
れ
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
を
そ
の
ま
ま
 (当
相
不
改
、
法
爾
自
然
)
 常
住

と
肯
定
し
て
く
る
も

の
で
、
本
覚
論
タ
ー
ム
で
は
事
実
相
と
か
事
常
住

と
い
わ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
道
元
か
ら
は
自
然
外
道
と
批
判
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
な
お
、

道
元
に
は
修
証

一
等

・
身
心

一
如

・
性
相
不
二

・
生
死
即
浬
繋
 
(弁
道

話
)
 な
ど
の
不
二
相
即
論
が
説
か
れ
て
お
り
、
根
底
的
に
は
本
覚
思
想

の
不
二
相
即
論
に
同
ず
る
も

の
が
看
取
さ
れ
る
。

し
か
し
注
意
す

べ
き

点
は
、
そ
こ
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
つ
た
論
説
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
本
覚
思
想
で
は
、
不
二
相
即
と
い
う
こ
と
か
ら
、

日

常
の
所
作
、
現
実

の
諸
相
そ
の
ま
ま
本
覚
真

如

の
現

わ
れ
 (事
実
相

・

事
常
住
)
 と
肯
定
し
、

ひ
い
て
は
、
と
り
た
て
て
の
修
行

・
実
践

の
無

用
を
説
く
に
い
た

つ
た
。
と
こ
ろ
が
道
元
に
お
け
る
身
心

一
如
な
ど
の

不
二
相
即
論
は
、
実
は
心
性
常
住
 (心
常
身
滅
)
 説
に
た
い
す
る
反
論
と

し
て
主
張
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
証
を
修
に
、
心
性
を
身

相
に
、
浬
架
を
生
死
に
実
現
す
べ
き
こ
と
を
説
く
に
い
た
つ
た
も
の
で

あ
る
。
本
証
妙
修
と
か
証
上
の
修
、
あ
る
い
は
身
現

・
現
成
な
ど
の
語

が
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
て
本
覚
思
想
に
お
い
て
は
消
失
し

た
実
践
の
行
道
が
、
道
元
に
お
い
て
改
め
て
復
活
さ
れ
、
確
立
さ
れ
た

と
い
え
よ
う
。

五

 
本
覚
思
想
に
た
い
す
る
批
判
論
と
し
て
、
い
ま

一
つ
あ
げ
ら
れ
る
の

本
覚
思
想
に
対
す
る
批
判
論
 
(
田

村
)
 

四

一
七
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本
覚
思
想
に
対
す
る
批
判
論
 
(
田

村
)
 

四

一
八

が
、
法
然
 (
一
一
三
-
一

二
一
二
)
 の
浄
土
念
仏

で
あ
る
。

そ
も

そ
も

「本
覚
思
想
と
浄
土
念
仏
」
は
、
思
想
の
み
な
ら
ず
文
献
の
上
に
お
い

て
も
考
究
す
べ
き
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
結
論
的
に
い
え
ぱ
、
浄

土
念
仏
は
本
覚
思
想
の
絶
対
的

一
元
論
の
中
に
包
み
こ
ま
れ
て
推
進
さ

れ
て
い
つ
た
。
そ
の
本
覚
思
想
の
カ
バ
ー
を
は
ず
し
、
本
来
の
相
対
的

二
元
論
と
し
て
の
浄
土
念
仏
を
独
立
さ
せ
た
の
が
、
す
な
わ
ち
法
然
で

あ
る
。
こ
れ
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
法
然
の
本
覚
思
想
に
た
い
す
る
批

判
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
法
然
門
下
に
な
る
と
、
再̂
び

本
覚
思
想
が
顧
み
ら
れ
、
本
覚
思
想
の
絶
対
的

一
元
論
で
も

つ
て
浄
土

念
仏
の
相
対
的
二
元
論
を
補
整
す
る
に

い
た

つ
た
。
幸
西
 
(
一
一六
三

-
一
二
四
七
)
・証
空
 
(
一
一
七
七
-
一
二
四
七
)
 お
よ
び
親
鷺
 (
一
一
七
三

-
一
二
六
二
)
 な
ど
に
、
昌
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
覚
如

の
子

の
存

覚

(
一
二
九
〇
-
一
三
七
三
)
 や
時
宗
念
仏
の

一
遍
 
(
一
二
一二
九
-
一
二
八
九
)
 

に
も
、
本
覚
思
想
と
念
仏
思
想
と
を
結
び
つ
け
た
説
が
存
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
哲
理
的
に
は
本
覚
思
想
の
高
度
性
を
無
視
で
き
な
か
つ
た
こ

と
を
意
味
す
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

 
本
覚
思
想
は
、
い
つ
ぼ
う
で
批
判
を
受
け
な
が
ら
も
、

日
本
中
世
、

特
に
南
北

・
室
町
期
に
か
け
て
、
仏
教
界

の
み
な
ら
ず
、
修
験
道

・
神

道
か
ら
文
芸

の
方
面
に
ま
で
影
響
を
与
え
、
摂
取
さ
れ
て
い
つ
た
。

日

本
中
世

の
仏
教
お
よ
び

一
般
思
想
を
考
察
す
る
に
さ
い
し
、
そ
の
共
通

背
景
と
し
て
本
覚
思
想
が
呼
び
だ
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

1
 

日
仏
全
二

一
、
二
八
六
-
七

頁
。

2
 
転
字
輪
曼
茶
羅
行
品
第
八
、

大

正

一
八
、

二
二
頁
中
。

3
 

序
品
第

一
、
大
正

一
八
、

二
五
四
頁
上
。

4

大
正

一
八
、

三

一
頁
中
、

二
〇
八
頁
上
、

三
四

一
頁
中
、

三
四
二
頁
中
な

ど

5
 
大
正
二
六
、

九
頁
中
。

6
 
三
井

の
尊
通

の

『
峡
外
新
定

智
証
大
師
書

録
』

(
一
四
七
五
)
 巻
第

二
に
は
、
「
偽
録
」

の
中

に
入

れ
ら
れ
て
い
る
 
(
日

仏
全
二
八
、

一
四
〇

三
頁
)
。
7
『

法
華
玄
義
私
記
』
巻
第
五
末
、

日
仏
全

二

一
、
二

一
八
頁
。
8
 

伝
教
大
師
全
集
第

二
、
二
七

八
頁
。
9
 

日
仏
全

七

六
、

三
五
七
-
八

頁
。

10
 
大

正
七

五
、

三
九
〇
頁
中
。

11
 

同
三
七

五
頁

中
。

12
 
日
仏
全
二
二
、

一
〇
九
頁
。

尊
通

の
書

に
も
、
偽
録
部
に
入
れ
ら

れ
て
い
る
。
13
 

日
仏
全
二
八
、

一
一
四
四
頁
。

14
 
日
仏
全
二
四
、

三
二

二
頁
。

15
 
日
仏
全

三
三
、

五
六
頁
、

五
八
頁
、

七

三
頁
。

16
 
金

沢
文
庫

蔵

の
写
本
で
は
、
『
三
十

四
箇
事
書
』

と
な

つ
て

い

る
。
17
 

第

十

四
、

日

仏
全
三
二
、

一
一
三
頁
。

18
 
第
十

八
丁

日
仏
全

三
二
、

一
一
五
頁
。

19

第

九
、
日
仏
全
三
二
、

一
一
一
頁
。

20
 

日
仏
全

一
六
、
八
五
頁
。

21
 

天

台
宗
全
書

五
〇

四
頁
。

22
 
日
仏
全

一
八
、
一
五
七
頁
。

23
 
日
仏
全

三
二
、

一
一
五
頁
。

24
 

日
仏
全

一
八
、

一
五
九
頁
。

25
 

同

一
七
五
頁
。

25
『

宝

慶
記
』
大
久
保
編
道

元
禅
師

全
集
下
巻

三
七
二
頁
。

26
 
大
久
保
編
道

元
禅

師
全
集
上
巻

四
六
頁
。

27
 

同
五

一
頁
。

28
 
同

一
〇

二
頁
。

29
 

同

一
一

〇
頁
。

30
 

同

一
五
一

六
頁
。

31
 

同
五
四
六
頁
。

32
 
同

一
七
頁
。

33

同

三
三
八
頁
。

34
 
同

五
五
五
一

六
頁
。

35
 
同

三
九
頁
。

百
丈

の
語
は
、

『
古
尊
宿
語
録
』
巻

二
、
続
蔵

ニ
ノ
ニ
三
ノ
ニ
、

八
七
右
に
見
え
る
。

36

同
七

一
一
頁
。

37
 
同

二
六
〇
頁
。

38
 
同
三
〇
七
頁
。

39
 

同
三
〇

八
頁

40
 
同
六
八
〇
頁
。

41
 
同

七
三
八
-
九

頁
。

42
 

同
四
二
-
三

頁
。

こ
の

後

に
慧
忠
の
語

を
く

わ
し
く
引
用
。

出
典

は

『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
第
二
十

八

南
陽
慧
忠
国
師
語
 
(
大

正
五

一
、
四
三
七
頁
下
)
。
な
お
、
「
霊
知
」

は
南

宗

荷
沢
禅

で
説

か
れ
 
(
霊
知
不
昧

の

一
心
)
、
華
厳

の
澄

観

・
宗

密
、

そ

の
影

響
を
受
け
る
。
趙
宋
天
台

の
山
外
派

で
も
強
調

さ
れ
、
日
本

の
本
覚
思
想

で

も
説
か
れ
た
。

43
 
伝
教
大
師
全
集
第

五
、
三
六
四
-
五

頁
。
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